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K 7171：2022 (ISO 178：2019) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチ

ック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS K 7171:2016 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 K 7171：2022 
 (ISO 178：2019) 

プラスチック－曲げ特性の求め方 

Plastics-Determination of flexural properties 

 

序文 

この規格は，2019 年に第 6 版として発行された ISO 178 を基に，技術的内容及び構成を変更することな

く作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，硬質プラスチック及び半硬質プラスチック（3.12 及び 3.13 参照）の定められた条件下にお

ける曲げ特性の求め方について規定する。また，推奨試験片の形状，その他の試験片の形状を示すパラメ

ータ，及び試験速度の範囲を規定する。 

この試験方法は，試験片の曲げ挙動を調べる目的，並びに定められた条件下における曲げ強さ，曲げ弾

性率，及び曲げ応力と曲げひずみとの関係から得られる他の特性を測定する目的に用いる。この試験方法

は，両端自由支持はり（梁）で支点間中央部に力を加える 3 点曲げ試験である。 

この試験方法は，次の材料に適する。 

－ 型成形，押出成形及び注型の熱可塑性プラスチック材料（非充塡プラスチック，充塡材入り及び強化

材入りのコンパウンドを含む。），並びに硬質熱可塑性樹脂板 

－ 熱硬化性型成形材料（充塡材入り及び強化材入りのコンパウンドを含む。），及び熱硬化性プラスチッ

ク板 

この規格は，繊維強化材入りのコンパウンドの場合，加工前の繊維長が 7.5 mm 以下の繊維強化コンパ

ウンドに適用する（JIS K 7140-1[5]及び JIS K 7140-2[6]参照）。また，加工前の繊維長が 7.5 mm を超える

長繊維強化材料（積層品）については，JIS K 7017[7]を参照。 

なお，この試験方法は，硬質発泡材料及び発泡材料を用いたサンドイッチ構造体には適さない。これら

については，JIS K 7221-1[3]，及び／又は JIS K 7221-2[4]を参照。 

注記 1 紡織繊維強化プラスチックの種類によっては，4 点曲げ試験が用いられる。この方法は，JIS 

K 7017[7]を参照。 

この試験方法に用いる試験片は，規定した寸法に直接成形したもの，JIS K 7139 に規定する多目的試験

片の中央平行部分から規定寸法に切り出したもの，又は積層，型成形，押出成形及び注型板の最終製品若

しくは半製品から規定寸法に切り出したものとする。 

この試験方法では，試験片の推奨寸法を規定している。寸法が異なる試験片，又は異なった成形条件で

作製した試験片を用いた試験結果は，同じにはならない。試験速度及び試験片の状態調節条件のような他

の条件も，試験結果に影響する。 

注記 2 特に，結晶性ポリマーを射出成形する場合，成形条件及び成形品厚さによって変化する表面


